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「素材」から学ぶ
工芸の 教科書

「素材」を深く理解する工芸の三大素材「木」「金（金属）」「土」を中心に、多くの学校で取り組まれている題材を積極的に掲載。
素材や技法に対する理解を深めるために、 素材の特徴や制作プロセスを丁寧に紹介しています。

「伝統」のよさを知る漆などの生活に息づく我が国の伝統工芸、日本の工芸と万博、柳宗悦と民藝運動など、
知識を学びながら、“工芸のよさ”が実感できるように図版や解説を充実させました。

工芸と自然や社会の関わり、身近なものの形や大
きさと機能の関係などを知ることで、生活の中に
息づく「工芸」に親しんでほしいという想いを込
めて、この教科書をつくりました。題材は、高校生
に身近な自然や暮らしの中から設定しているため、
より工芸との関わりを実感することができます。

検索ワード

題材に関連したキーワードや基礎用語を、多角的な視点からピック
アップし、紹介しています。興味の幅を広げるきっかけになるだけ
でなく、自ら調べ考える、主体的な学習習慣を身に付けることがで
きます。

調べてみよう・考えてみよう

そのページで学んだ題材についてさらに深く調べたり、「なぜ？」「ど
うして？」と考えたりできるような「問い」を用意しています。生
徒同士で話し合うテーマとすることもでき、主体的で対話的な深い
学びにつなげることができます。

表紙について
CHECK

表紙は、長い間「人の手仕事」によって受け継がれてきた「工芸」をイメージし
て作成しました。素材に触れ、素材を理解し、試行錯誤を繰り返しながら表現す
ることで、工芸の伝統と文化を知ってほしいという想いを込めています。

「
素
材
」
か
ら
学
ぶ

QRコード

スマートフォンやタブレットで読み取ると、そのペ
ージで紹介した作品の拡大図や、制作者のインタビ
ュー動画、制作プロセスなどをインターネット上で
見ることができます。デジタルを活用する教育にも
対応可能です。
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主要な観点 編集上の特色 該当ページ

学習指導要領全般
●学習指導要領が示す「芸術科」の目標及び内容を踏まえ、生徒の「芸術や芸術文
化と豊かに関わる資質・能力」を育成できるように、幅広い視点から題材を設定
した。

●教科書全般

「工芸Ⅰ」の
目標との関連

●学習指導要領が示す「工芸Ⅰ」の目標及び内容を踏まえ、生徒の「造形的な見方・
考え方を働かせ」て「美的体験」を重ね「生活や社会の中の工芸や工芸の伝統と
文化と幅広く関わる資質・能力」を育成できるように、適切に題材を選択し配列
した。

●題材の設定については、中学校美術の基礎の上に立ち、高校生の造形的な発達に
応じた取り扱いができるように配慮した。

●教科書全般

表現及び鑑賞の
活動の取り扱い

●全ての題材で表現と鑑賞を一体的に学習できるよう配慮し、表現題材（演習）に
おいても鑑賞活動を一体化させた。

●表現題材（演習）では、「発想や構想に関する資質・能力」を育むために作例を多
く示し、制作過程などを示して「技能に関する資質・能力」をも身に付くよう配
慮した。

●鑑賞題材では「工芸作品などに関する」鑑賞だけではなく、「生活や社会における
工芸の働きや工芸の伝統と文化に関する」鑑賞にも重点を置き、作品を精選した。

●教科書全般

1 学習指導要領との関連

4 造本・体裁
主要な観点 編集上の特色 該当ページ

印刷 ●工芸の教科書にふさわしく、作品のよさが正しく伝わるように、鮮明で美しい印
刷を心がけた。印刷用紙も印刷に最適な用紙を厳選した。 ●教科書全般

製本 ●判型はA４判とし、製本方式は、折ごとに糸でかがり表紙をつける形式で、破れに
くく堅牢な造本にした。 ●教科書全般

安全性について ●印刷は生徒のアレルギーなどを考慮して植物性インキを使用した。また、表紙の
表面加工にも配慮し、教科書を使用するに当たっての健康上の安全性に留意した。 ●教科書全般

環境への配慮 ●用紙は、表紙・本文とも再生紙を使用し、環境への配慮を十分にした。 ●教科書全般

3 学習効果への配慮
主要な観点 編集上の特色 該当ページ

編集意図の
新鮮さ・明確さ

●全体を鑑賞と演習（表現・鑑賞）で構成し、それぞれ「目」のマークと「手」の
マークで示して、内容が分かりやすいように工夫した。
●各題材に「ねらい」マークで学習のねらいを示し、関連する用語は「検索ワード」
マークで、発展的な学習内容は「調べてみよう」「考えてみよう」マークで示した。
●QRコードを必要に応じて入れ、機器で読み取ると当該ページに関連する資料や動
画などを参照できるよう工夫した。
●「用途と道具」「制作のための知識」「安全管理」「製図」「工芸の色」を巻末に資
料としてまとめ、各題材と関連して使用できるよう工夫した。

●教科書全般

●教科書全般

●15,17,19,21,25,27, 
29,31,41

●40-45

内容の程度、
正確性への配慮

●構造図や説明図、原理図、下絵、アイデアスケッチなどを多く掲載して、作品を
表現したり鑑賞したりする際の参考となるように工夫した。
●日本人作家、撮影者、読みにくい作品名、日常あまり使われない工芸用語などに
は振り仮名を付けるなどして、学習に役立つよう配慮した。
●作品と作家の情報は、詳しく、正確で、分かりやすい表記を心がけた。

●教科書全般

他教科や
中学校美術科との
関連

●国語や歴史などの教科書に掲載されている工芸作家や作品、化学の酸化と還元な
ど他教科で取り上げられている内容を紙面に反映させた。
●木工、金工、陶芸など中学校美術科の内容を受けて、生徒の造形的な能力の発達
に応じた取り扱いができるように工夫した。

●教科書全般

●教科書全般

主体的・対話的で
深い学びとの関連

●各ページ下に「検索ワード」「調べてみよう」「考えてみよう」などを設け、教科
書内容と関連する事項や興味・関心のある事柄を主体的に学習できるようにした。

●教科書全般

時代への適応性
及び環境への視点

●現在活躍している作家の作品を掲載したり、作家へのインタビューページを設け
たりするなど、高校生に工芸への親近感を持ってもらえるように工夫した。
●「工芸と自然のかかわり」「工芸と風土や素材」などの題材を設定し、環境や身近
な工芸品への意識が高まるように配慮した。

●教科書全般, 14,15

●4,5,6,7

人権尊重などへの
視点

●他者との学び合いや話し合いの場を通して、学びの中から男女の平等、自他の敬
愛を重んずる心情を培えるよう題材の設定や掲載作品の選択に配慮した。
●題材名の表記は、色地と大きめの墨文字でコントラストを付けるなど、カラーユ
ニバーサルデザインにも配慮した。

●教科書全般, 13

●教科書全般

知的財産権や
肖像権に関する配慮

●自己や他者の作品を尊重する態度を育み、工芸に関する知的財産権などについて
の理解を深められるように、「著作権について」を解説した。

●46

我が国及び
諸外国の工芸文化に
ついての視点

●日本や諸外国の工芸の鑑賞題材の充実を図るとともに、特に漆などの生活に息づ
く我が国の伝統工芸や日本の工芸と万博、柳宗悦と民藝運動等の題材ページにつ
いて、知識等を学びながらよさが実感できるように図版や解説を充実させた。

●6,7,20,21,38,39

2 資質・能力の三つの柱との関連
主要な観点 編集上の特色 該当ページ

知識及び
技能の習得

●題材のねらい、主文、作品解説などを〔共通事項〕（知識）への意識を促す内容と
し、学習を通して造形的な見方・考え方を深められるよう配慮した。

●題材に固有な技法、プロセス、原理などは各題材ページで解説し、様々な表現の
基礎的な内容となる道具や知識などについては、巻末の資料ページにまとめて学
習に役立つように工夫した。

●色彩については、各素材そのものの色や技法の違いによる色の変化を対比して参
照できるようにし、知識理解を深め活用するための資料として巻末にまとめた。

●教科書全般

●8,9,13,16,17,19,
　20,21,22,23,25,26,
　27,29,30,31,33,34,
　35,37

●44,45

思考力、判断力、
表現能力等の育成

●題材の本文などに見方や感じ方、考え方などの学びの視点を盛り込み、見方や感
じ方を豊かにしながら、新たなものの捉え方や主題生成などができるようにした。

●演習ページでは、題材を学習する上で必要になる素材の特徴や材料用具の扱いや
制作過程などの技法について示し、それに対応させて鑑賞図版及び表現課題を示
すことにより、表現と鑑賞を一体的に扱えるよう工夫した。

●演習ページでは、スケッチや制作過程などを多く掲載して、表現活動を行うに当
たって、発想や構想の手がかりになるように配慮した。

●教科書全般

実感を伴う
鑑賞活動への配慮

●素材の質感を体感したり、作者の表現の工夫が読み取れたりするように、できる
だけ大きく作品を掲載するよう配慮した。

●工芸と自然の関わり、工芸の形や大きさと機能の関係に目を向け身の回りのもの
を観察するなど、身近な自然や生活の中から鑑賞題材を設定し、生活の中で工芸
を意識し実感できるよう工夫した。

●教科書全般

●4-13

学びに向かう力、
人間性等の涵養

●各題材の本文を簡潔にして、学習のねらいや学びの目標を明確に示し学習に主体
的に取り組めるように工夫した。

●生徒が生涯にわたって、工芸を愛好する心情や豊かな感性を育めるように、巻頭
と巻末にオリエンテーションのページを設けた。

●教科書全般

●2,3,46,47

令和４年度使用 工芸Ⅰ（116-日文　工Ⅰ-701）

教
科
書
検
討
の
観
点
か
ら
見
た
特
色

教科書検討の観点から見た特色

65 工芸Ⅰ



3学期制の年間指導計画例
学期 月 時数 題材 学習内容 教科書ページ

１
学
期

4 2

【B鑑賞】
〇オリエンテーション
・創作活動としての工芸
〇人間と道具
〇工芸と自然とのかかわり
〇工芸と風土や素材
〇多様な美意識

○オリエンテーション
・工芸Ⅰの学習内容のイメージを持ち、工芸と生活の
関わりについて考える

２-７
１０,１１

5 8

【A表現】（1）（2）
〇工芸のかたち　大きさと機能
〇アイデアを形に
〇製図
・投影図法（三面図）について
・演習問題

○工芸の形と発想・構想
・大きさと機能との関係について考察する
・発想や構想した事を形に表す方法
　　投影図法で表す
　　三面図で表す
・演習問題を行いながら学習する
（小テストを実施し、学習状況を測る）

8,9
１２,１３
４２,４３

6

16

【A表現】（2）社会と工芸
【B鑑賞】
〇「使い手を想定したスツール」の制作
〇身の回りのものを観察する
・企画書
・アイデアスケッチ
・設計図（三面図）
〇素材と技法　木
・指物の工程について

○社会的な視点に立ったものづくり
・使う人や実際に使用する場面、求められる機能や
条件などを企画書にまとめて考え、発想する
・スツールの機能や条件を整理し、造形要素や構造
を考え構想を練る
・投影図法を用い、スツールのデザインを三面図に
まとめる
・木や用具の特性を生かし、効果的な手順や技法な
どを検討して制作をする

８,９
１２,１３
１６-１９
４０-４４

7

8 夏季課題　美術館、工芸館などを見学し、感想をレポートにまとめる

２
学
期

9

28

【A表現】(1)身近な生活と工芸
【B鑑賞】
〇「スマートフォンを置くスタンド」の制作
〇身の回りのものを観察する
・企画書
・アイデアスケッチ
・型紙
〇素材と技法　金属
・鍛金の工程について

○身近な生活の視点に立ったものづくり
・鍛金の工程について学ぶ
・自己の思いなどから心豊かな、発想をする
・スタンドとしての用途と美しさの調和を考え、構想
を練る
・アイデアスケッチを基に型紙を制作する
・銅板や用具の特性を生かし、効果的な手順や技法
などを検討して制作をする

８,９
１２,１３
２２-２５
４０-４３
４５

10

11

12

３
学
期

1

14

【A表現】（1）身近な生活と工芸
【B鑑賞】
〇「七宝焼きのブローチ」の制作
・企画書
・アイデアスケッチ
・型紙
〇素材と技法　七宝

○身近な生活の視点に立ったものづくり
・七宝焼きの工程について学ぶ
・自己の思いなどから、心豊かな発想をする
・ブローチとしての用途と美しさの調和を考え、構想
を練る
・アイデアスケッチを基に型紙を制作する
・七宝焼きの釉薬や用具の特性を生かし、効果的な
手順や技法などを検討して制作をする

１２,１３
３６,３７
４０-４３
４５

2

3 2
【B鑑賞】
・合評会
・鑑賞

○価値意識を持って工芸のよさや美しさを感じ取る
・生徒作品や工芸作品などの見方や感じ方を深める
・生活や社会の中の工芸の働きや工芸の伝統と文化
についての見方や感じ方を深める

全ページ

※時数については、法定時数を基に計画してあり、実時数はもう少し減ると思われる。
※題材名は、関連する教科書の題材ページを基に独自に設定した例で、教科書の目次にある題材名とは異なっている。

期 月 時 題材 学習内容 教科書のページ

前
期

4 2

【B鑑賞】
〇オリエンテーション
・創作活動としての工芸
〇人間と道具
〇工芸と自然とのかかわり
〇工芸と風土や素材
〇多様な美意識

○オリエンテーション
・工芸Ⅰの学習内容のイメージを持ち、工芸と生活の
関わりについて考える

２-７
１０,１１

5 8

【A表現】（1）（2）
〇工芸のかたち　大きさと機能
〇アイデアを形に
〇製図
・投影図法について
・演習問題
・三面図について

○工芸の形と発想・構想
・大きさと機能との関係について考察する
・発想や構想した事を形に表す方法
　　投影図法で表す
　　三面図で表す
・演習問題を行いながら学習する
（小テストを実施し、学習状況を測る）

8,9
１２,１３
４２,４３

6

18

【A表現】（2）社会と工芸
【B鑑賞】
〇「使い手を想定したカップとソーサー」の制作
〇身の回りのものを観察する
・企画書
・アイデアスケッチ
・設計図（二面図or三面図）
〇素材と技法　土
・陶芸の工程について
※乾燥後、焼成

○社会的な視点に立ったものづくり
・カップの取っ手のイメージなどをグループで考え、
話し合う
・使う人や実際に使用する場面、求められる機能や
条件などを企画書にまとめて考え、発想する
・機能や条件を整理し、造形要素や構造を考え構想
を練る
・投影図法を用い、カップとソーサーのデザインを二
面図（三面図）にまとめる
・粘土や用具の特性を生かし、効果的な手順や技法
などを検討して制作をする
※素焼きは、夏季休業中に実施する

２,３
８,９
１２,１３
２６-２９
４２-４４

7

8 夏季課題　美術館、工芸館などを見学し、感想をレポートにまとめる

9 2 ・絵付け、施釉 ・素焼き後の作品に、下絵付けや釉掛けをする ２６-２９

後
期

10

20

【A表現】（1）身近な生活と工芸
【B鑑賞】
「七宝焼き装飾木彫時計」の制作
〇素材と技法　七宝
・七宝部分の制作（時計の文字盤部分）

○身近な生活の視点に立ったものづくり
・木彫の板材に七宝焼きをはめ込んだ時計の制作条
件や制作工程について見通しを持つ
・七宝焼きの工程について学ぶ
・七宝焼き装飾木彫時計に求められる機能や条件、
美しさなどを整理し、形や色彩、材質などの造形
要素や構造、素材の生かし方などについて考え、
心豊かに発想し、制作の構想を練る
・七宝焼きの特性を生かし、効果的な手順や技法な
どを検討して制作をする

１２,１３
３６,３７
４０-４３
４５

11

12

1

18

【A表現】（1）身近な生活と工芸
【B鑑賞】
「七宝焼き装飾木彫時計」の制作
〇素材と技法　木
・木彫部分の制作
・加飾について（浮き彫り・透かし彫り）
・仕上げの塗装

・木彫の加飾について学ぶ（浮き彫りと透かし彫り）
・制作全体を見通し、意図に応じて桂板や用具を生
かすとともに、効果的な制作手順や制作に適した
技法などを吟味し、工夫しながら木彫制作をする
・塗装について理解を深めるとともに工程について
学ぶ

１２,１３
１６-１９
４０-４４

2

3 2
【B鑑賞】
・合評会
・鑑賞

○価値意識を持って工芸のよさや美しさを感じ取る
・生徒作品や工芸作品などの見方や感じ方を深める
・生活や社会の中の工芸の働きや工芸の伝統と文化
についての見方や感じ方を深める
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